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二つの笥荷分離方式を取り入れた新しい可視光応答ノ＼イブリッド光触媒セ
ることにより、太陽光ならびに室内光照射下で、多量の有寄有機物を短時間で
に分解．低減させる O ハイブリッド光触媒セルを太陽電池パネルのように並
ることに主力を置き、空気および水中に合まれる有害有機物を分解する。
である二酸化炭素の削減であり、パネルに組み込まれた
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酸化チタ
ーンな太陽エネルギーのみで動作するシス
献できる。
(2）研究成果
1. 膜形成条件
Target Ti, Wラ99.9%
Substrate Glass-slide substrate 
Background pressure PBG ～2×io-4 Pa 
Applied power 200 W(W）ラ500W(Ti) 
Sputtering gas pressure Ps 1 Pa (W), 0.8 Pa (Ti) 
Gas mixture ratio GR Ar:02 6:4 
Deposition Time 30 min (W）ラ 120min (Ti) 
W03膜は高純度 W ターゲット也、
Arと0の混合ガス中で対向ターゲッ
ト式スバッタ装置を用いて成膜され
1に詳細な W03膜の形成条件
スバッタ法により Ti02/W03
を形成し、 Ti02薄膜の光活性を利用し
て、メタノーノレの分解を行い、
を調べた。
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を施した。図 l(a）、（b）に
W03（以下、 AW03と
の測定結果を示す。AW03
結晶性が著しく改善された。
膜はアナタ
2に示されるように、 Ti02/AW03
の透過率の吸収端は下地 AW03層が担持され
たため、可視光の長波長銀rjへシフトし、可視
光応答が改善される。さらに、図 3のAFMの
ら、アニールにより Rmsの｛誌が大きく
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